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先週のマーケット動向（6 月 24 日～6 月 28 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,390.0  1,395.0  1,376.1  1,376.7  ▲11.6 

JPY/KRW 8.6940  8.7120  8.5544  8.5541  ▲0.179 

KOSPI 2,772.85  2,797.82  2,758.09  2,797.82  +13.56 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は下落。週初のドル/ウォンは

1,390.0ウォンでオープン。米金利の上昇を受けたドル買

いにより底堅い推移が続くも、1,400ウォンの節目を意識

し、当局による為替介入への警戒が上値を押さえる展開。

24日から26日にかけてドル/ウォンは1,390ウォン前後での

推移が継続。25日の日韓財務相会合では通貨安への懸念が

表明されるも相場への影響は限定的だった。27日以降は月

末にかけた輸出企業によるドル売り実需によりウォン高推

移。28日は前日発表された米GDP統計において個人消費が

下方修正されたことを受けて米金利が低下、ドル買いが一

服するとともに、ドル/ウォンは1,370ウォン台まで下落。

結局、ドル/ウォンは前週末比▲11.6ウォンの1,376.7ウォ

ンでクローズした。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは底堅い推移を予想。ドル/ウォン相

場は引き続き米政策・金利動向に左右される展開の継続を

見込む中で、月初の米経済指標内容に注目が集まるだろ

う。また、欧州政治の不透明感や、週末の中国PMI指数の

さえない結果を受けてドルは引き続き底堅い推移が想定さ

れ、ウォン買い材料にも乏しい推移が継続しよう。 

 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1370 ～ 1395 8.46  ～ 8.76  159.0  ～ 162.0  

 

 

 

 

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

 

今後の予定 

 

1日(月) 米 6月 製造業PMI 確報値
欧 6月 製造業PMI 確報値
米 6月 ISM製造業景況指数 
日 2Q 日銀短観 

2日(火) 韓 6月 CPI 
3日(水) 米 6月 サービス業PMI 確報値

欧 6月 サービス業PMI 確報値
米 6月 失業保険新規申請者数 
米 5月 耐久財受注 確報値
米 5月 製造業受注 
米 6月 ISM非製造業景況指数 
中 6月 総合PMI 
中 6月 サービス業PMI 
米 6月 ADP雇用統計 
米  FOMC議事録 

5日(金) 米 6月 非農業部門雇用者数 
米 6月 失業率 
韓 5月 国際収支 


